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第一園水平移動速度
Fig. I. Velocity of horizontal disphcement. 
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岩 ノ 新鹿 ノ 部 面 期 岩 セ tit! ーー まi ~n 
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物 ラ 域 熔 セ メ’西 白 岩角 下 ケ 著業5
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依昼 露 v 底 大 粘類及 ~＂ 王 十 本 ク 熔
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岩風 岩ノ、
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毘 )¥, 暗 ノ、 本 フ ノ 分 フー テ イじ ヨ 淡分 一
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本 組 品
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シ 臓 ス 期 岩 刀Z 以と 一 セ ス
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理 ーー Jレ 一・． 道 わ 料 ilk 大 キ 主長 事
F、

著 シ 得 南 ノ ん 中態 ）'J プ ／ム、困
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叉 リ 出 地ク落 治風 一 メ 白
~、 セ 本 形 破直葉 ヒ fじ 泊 7 ナ
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時 良共 キ ヒ 岩走 一粘部友 片
岩 ク 北地 テ ノ、 向 糎 ごと ー 白 ヲ

質 1.k. 東 主こ 粘共南 内 イじ 及 色 捕

砂 i先 ノ ア 土坂北 外 セ ヒ 来占 獲

一 セ 地 リ 化朕 ーー ノ Jレ 終土 セ

;/ フ ーー タ セ 笛 近板 有Eァ ーー 一 Jレ

？ア レ 贋 Jレ Jレ 理 ク 石 ノ 岩化 司ラ。タ グ 結 ラ カ 西 ーー
，、、 石 ス ノ

五 JI〆 賦果 見 成 方 剥 之 金 ラ

Jう 砂存 ナ )!,. 居 四 離 ラ 部 風 見

至 及 シ )¥, 岩 十 ス 鎖 カ イじ サ

一 礁 又 ，、、 島惟 ノ 度 Jレ 槌茨分 Jレ

五 ノ 明 シ フ 成乃 事 ー 白 角q, 事

糎 互神 ーー 唐 至 ヲ T 色作 等

内 E量 山 本 商
」一・ 得打粘ノ、 用 ーー

タト ヨ 頂 現 ノ 十 ツ 土ハ 依

丸
ノ リ J: 象如 度板 時 化先 、7
属 成 附 ク 扶 ツ テノ、

一
ノ、 ス

不 リ 近 共良 f頃 節 破 Jレ 岩 僅
ナ ード 一 南 ク 霊平 理 砕 ーー 石 カ

Jレ 部 司云 部機 売z ノ ス 至 ノ 一
礁 一 一 出 Jレ 方 Jレ Jレ 表 国
ヲ 於 直 於 シ そ 向 前 面 BIJ 
i昆 テ 域 ケ 或 ノ ，、

一 随 及 ス



五 キ 大 ュ， 成 グ Jレ 但
本 対と 新 地 和 テ 居奮 Jレ（戊）本 安東礁

「

豊島 内 期 正一 Jll 3旨 ス 期 純血 現 居 山 ロ ノ、

15~ タト 沈 地 ノ わ 沈 居世 ，、 岩俄 直

地 ナ 積 盤 堰； ん 西 積 ナ 屠更 塊 騨径

附 E苦 ノ 塞 が ロ 居 リ 新 ヲ 西三
近 ト ノ、 隆 -1: け f段 ，，、 本 期 混 方糎

一 ス 現 起 フ 劉騨奮 唐 一 ~ 徒 内
露 時 等 レ 僚 封 大 ，，、 属 ス 歩外
出 .I カ プ 及 岸和 大 ス 連 ノ

-1: 1面I 嘗 淵 藤 一 Jll 和 ’＼ 絡 花
Jレ 床 T ヲ ヲ下 於 河 111 キ 道 fl/d 

片 ーー 止b 生 官官 ケ 床 f官 弓：： 路岩

目抗 沈 地 ~ 〆 落 Jレ 一 岸 ノ 倶t 及

苓'i 積 一 グ 直 本 於 ノ ト 一 古

質 セ 起 Jレ 西 唐 ケ 平思 露 生

花 Jレ リ 際 ノ ノ、 Jレ 地考 出 代

向
砂粘

タ :/ Jll 直 沈 ーー -1: セ 桂

先き JI, 沈 岸任積 生 フ Jレ 岩
，、、

疎ま： 主主 積
ー－ 一居 シ Jレ 砂砂

生 メ 物 於米 一 タ 礁恭

葛駒
ヨ 一 ーー ケ 以 手〆 Jt〆 唐粘

ア シ Jレ J二 プ 地 ノ、 板

城 成 フ ア モ ノ 現 暦 峠岩
傾 サ 這、 ノ 花 在 一 新等

動 稲 JI〆 般ハ 向 ノ ~ 、 期 ノ

地 葉 カ 河細 岩河 ア 熔 岡

塊 ) ラ lk 粒 潔． 床 大 岩礁
ヲ 南 え尽 f医者b 礁 ヨ 手n 中 ヲ

構 四 起 塞 及 ラ リ JI! ー 主

成 JJJ セ ノ 育 多 ノ」、． ノ 見 ト

セ 岸 シ 原 色 量 米 i巴 Jレ :/ 

Jレ ーー ム 因 tli 一 〕う 濫 ヲ
文，」』．

於 合至 得 山同 ノ、 土 ーー

。
岩

ブー
或 ヨ メ 十 依 ，、、 岩

ノ ノ、 ノ、 Jレ 米 リ キ 礁

・・岬・ 共 ノ7～ 成 砂 ノ フー 粘 ヲ

部 厚 回 リ 礁高 沈 土見

ーー サ ノ 嘗 唐 所 積 イ包 ス

シ 十 京日 ア ーー 一 ミJ セ



係及東 タ ーー 万之 較 更 し プ

JI,’ 流 口 砂 リ ~ 明 ス 的 一 よ 明 本
弓子 理 民自 磯 キ 紳 毛 規 同 及 制I 地
ノ ト ＝ 唐 績 llJ ノ Jllj 一 ヒ 山 方
ナ 並 於 ノ、 イ 熔 ーー :IE 方 ど 熔最
JL- 行 ケ 明 ヲt 岩 ア シ 向 ろ 干王 古
弓云 的 JI〆 市市 降 J，、 フ ク J -ノ、 ノ｝ 

四 共 一 徒 山 友 理 サ 日告 延 ろ 一 本ピ包ぜ. 

一、
一挟 歩熔 ト 災 長 上 石J], 一 ノ

地 部 有連
峠持

新 均t カ 直 線 火 ナ
ノ、 セ 車各 期 附 線 上 * 山 リ

災 少 フ 道 古 熔 近 J二 一 山 ノ

ク Jレ 路 期 岩 ーー ーー ，，、 ト ~t 
ノ 弓云 、

ーー 熔 ノ 露 西日 恵、 主詰
同 事 沿 岩 噴 出 デリ 貴 惟 ヲ

原 時 ヨ J、、 ラ 出 セ ス 山 -t 成

代 リ Jし 被 ト J.l〆 Jレ 及 フ -t 
因 ノ 見 山 覆 カ 熔 ノ、 生 Jレ Jレ

噴 レ 麓 シ 交 岩 該 駒 、 明
出 メ、 ーー 峠 ：正 中 方 山 国 話rt1
ー 峠露 新 ーー 最 向 ノ ］頁 山

係新 出 期 行 モ ーー 讃丘 ヲ

Jt〆 期 セ 熔 ノ、 古 沿 岐 ラ 峠
弓子 熔 Jレ 正王 ν ク ヒ 岩夫 熔
ノ 岩砂 一一 タ P1'f プ 類 々 岩
ナ ノ 礁 被 Jレ 出 火 中 ノ、

大 澄 覆
新後

三〆 山 火 •C.' 共
制i ノ、 セ タ 岩 山 ト ~t 
分峠 フ 期 JL- ノ ~)iii シ R 
，、 新 Jレ 熔 毛 噴 坐 テ 西
砂 期 疋ιιヨ，i ノ 出 -t 噴延

礁熔 亀 ノ ー v 出 長

唐 岩 瀬 大 三、/ タ シ 最長 子、

j定 中 東 部 プ JI〆 主日 タ 上
積 一 口 分 峠 草場 斯 Jレ 一
後 共 仮 ノ 古 る寝 司云 位
ノ 板 騨 流 期 ノ 火 ノ -t 

噴献 ト 出 熔 存 山 、 Jレ

出 節 陸 ア 辛＇＂ヨf 在 カ 京日 と

一 理 道 リ 之 テ 上じ ク め、



土 腐賢 流テ 持 地地 ーー グ ，，、 同
イ己 朽 岩 下地．前 的 本災 ノ 治 Jレ 今 氏 本
セ 分 ヲ セ 災 連施費 ノ 地 ヒ 地敢 ノ 地
リ Wf. 挟 Jv ノ ノ 設 ガミ 直 災 全動 プ f民 《ジ＇＜.《

zン 、、、 峠起 京日 ーー :1:11! 接 ヲ 汎 カ 設 定 ノ

カn腰 該 熔 リ ク f交ノ 原 惹 的本 一 セ 原

之 結 擬 李u,.’ タ 本リ地 因 起 ー 地 論 Jレ 因

峠 物 友 ヨ Jレ 費 プ 質 ノ :/ ー． 起 災 -e 名 ーー

新 タ 質 リ 大 災 束。 及 、、、 タ ラ 11」 草 闘
期 )¥, 角 成 手口 :I'll! 戟 ヒ ラ Jレ タ 誘 A 官I シ

熔擬 轡 ν JI I ヲ 促 地考 直 Jレ 導 そ子 唐 ア

岩友 岩・ 北構 進 形察 接 司と シ il-x ー 江

自 質 p、 岸 成 セ ノ、 セ ノ ノ グ ーー 泊原
体物 露 峠 ノ -e フ 由 ン 原 ーー リ 本 ，、、 T事
モ ノ、 f1!'j ：陰地 Jレ レ’ * 

ト 因 ア ト 費 Jレ 士
亦 勿 部 岩 ノ、 岩 グ 極 ス ナ フ ス 災 土ti! ノ、
極 さ同き~、I 一ー d，、 と 石 JI〆 メ カ ス Jレ 地 塊 同
メ 甚 於 新 め ノ、 司云 プ フ シ 司去 カ 運 氏
ア シ テ 奮 し 月ー ノ ま也 サ テ今、斯動 ノ
%子p宮・ キ ノ、 雨 よ 蹴 ナ ;I._ Jv 特回 Jレ ーー 所
易 場 勿 熔議 岩 リ テ ’＼ 一 ノ 地 陣謂
ーー A 口 論 岩 J，、 質 誘 カ 本地質 -t 損
風 一 言式 ノ ど 花 設 フ 費と構 フ 尾
化ハ 錐 境 ろ 両 :/ ス 災 運 遺 Jレ 断
分混 一 界 と 岩 易 地動 践 、 暦
解 有 {1ミ 附 ろ ノ キ 本 ノ ，、 上 司云 ノ

シ セ Jレ 3!f 基 素 報 、、、 京日 ーー ノ I骨
テ フ 地 及 火盤 質 文 ーー 斯在 、 動
粘 Jレ 表 新 山 J二 ヲ ーー 限長 リ ま口 ーー

オ二 、 下 期 ヨ 一 有 於 フ 距 フー シ 因
化安敷 熔 リ 噴 ス -r v 離 且 Jv 

ス 山 十 岩 噴 出 Jレ J、 タ 一 ツ 上 司と

J1' 岩 米 ノ 出 ν モ 京日 Jレ 互 同 記 ノ

性礁 ノ 下 大 タ ノ 斯 ヲ L〆 車泉 雨 ト
円

一
質 サ 場 部 手口 Jレ ナ 意 思 Jレ 一 氏 シ
ラ d、 所 一 Jll 熔 Jl- 味 ~ 地沿 椴 4::.
有 司云 ーー 凝 一 岩 一 一 ノ、 質 ヒ 設村

金 於 友 向 類 更 於
、

構ス 更 テ ノ f事
ク フ－ E主 ヒ 一 ケ ーー 活起 -e: 士

出予 来市 弓云 角 テ v 人 Jレ 本 急事 リ 否 J、



と 一 一ー フ 土 岩 ーー リ 災 一 手占 質 本新

め 居 J: 波 ν ノ、 ノ 於 プ ノ ノ、 土 物 場期

し 之 連 及 タ 陸 分 ヲ・ 之 結 粘 唐 ヲ ノ 熔
よ ヲ ノ シ リ 道 角1（， 地 ヲ 果 土 ノ 介 料i 岩

促如 タ 内 腐 主二 察 ヨ 居 傾 有 土 ーー

火 進 ク Jl〆 向 一 蝕 ノ 知 ヲ 奈ヰ ス 化 極

JlJ セ 本 事 本 於 シ 篤 ス 見 に 方 Jレ 作 ;J 

ノ シ 襲 貴 地 ケ プ メ ft' Jレ 面 向 岩 用 テ

南 メ 災 モ 災 Jレ 粘 崩 ヲ 司E ト ト 石 ノ、良
倶t タ 地 援 カ ト 土 壊得 擬 シ 反 ノ、 坂 ク

斜 )¥/ J、1足 夫 同 イじ シ d、、友 プ 封 相 紙 殻
面 そ 極 角 婦 様 1ン タ シ 質夫 ナ 蛍 節 蓮
ノ、 ノ メ 費 塚 一 グ Jレ 角 ヨ Jl〆 量 理 セ

暮 、
プ 岩 附 明 JI〆 部 J.!P 賛 り 上 ノ 面 Jレ

* 責日 地 ト 近 示~· モ 分 チ 岩 』と 方 水 ーー 板

夫 シ :t_ 地 J.!P 山 ノ ノ、 亀 カ 部 ヨ ノ 治献， 
婦 ラ と 接 熔 ヨ 明 神員 地 ノ 浸 ウ 直百

塚 J.!P 誘 ト 友 岩 リ 紳 陸 i二 岩 カ日 入 ヲ・ 理

附 チ 童委 ノ 質 ト 成 山 道－ 一 石 塵 一 行 d，、
近 本 三〆 B日 角 峠 レ 熔 西 極 ノ、 セ 因 ノ、 ま也

ーー 饗 易 係 蟹 新 岩 ロ メ 傾 フ レ 表

於 災 キ ノ 岩 期 ト ヨ プ 主干 Jレ 来'ti 旦 7k
プ 拘白 均島 密 ノ 熔 叉 l峠 リ 密 ノ 、 土 相 ノ

急： ，、 質 接 露 治大 新 j¥ 接 方 カ ノ M 下

一 大 及 ナ 出 ト 手日 期 + ナ 向 或 可 深 降

共 和 地 )¥, セ ノ

"' 熔 乃 Jレ ーー
，、 塑 底 叉

宗ヰ JI( 質 ヲ Jレ 境 お 岩 至 B自 滑 共 性 迄 令"'f:
度 ーー 構 語 匝 界 わ ト 百 係 落 下 箸 建易
ヲ 向 法 Jl〆 域 附 ん ノ 米 ヲ ス 方 シ -c ナ

減 "" ヨ モ ーー 近 -/J~ 問 ヲ 有 Jレ 一 ク Jレ ラ

シ Jレ リ ノ 於 ノ ¥j ーー F扇 ス ーー 於 培 司；；. t〆

峠 華 成 ナ T 韓 一 介 fア Jl〆 至 ケ 大 ノ i‘ 

ノ til!. Jレ リ 先 裂 於． 在 タ 事 Jレ Jレ セ 、 Jレ

事性 外 ‘フ 一 ア -c Jレ J，、 ，、、 支 フ 如 通

地 綬 夏 護 沿 同 Jレ 陸 ヨた シ 持 Jレ シ 路

性斜 ーー 生 ヒ 手荒 接道 ノ ヲ 、 ト

経 地共 シ ア ノ 次 内 事 叉 失 m 京日 ナ

斜 一 均包 後 塵 腐質 ノ 賓 控 フ 一 斯 Jレ

均t レ‘〆 汗主 他 出 蝕角 地 ーー 一 場 若 f ,l; ~ 
ー テ d，、、 方 セ 粘 盤 賠 依地 ~ 』 "' 土 メ、



,, 

フ ヲ シ Jll 粘 一 附 岩 1k 新 井地 移
ヨた Jレ 以 本 ，、 更 土 依近 7ご ノ 期 戸 ト ν 

ーー
、 テ費 地 ーー 4じ 一 ーー 地 熔 カ ノ

人 ーー 仮災 質地 及 テ 於 潜下 岩新境
錆 至 令地及形共滞 クI 在彦 ~ 期I界経
的 フ 本 内 士ti! 上 可 溜 Jレ セ 透板 峠 附斜
施 サ 襲 一 形本 塑 ス カ Jレ 量 朕 熔近 地
設 リ 災 ヲミ 上 地 性 JI- 京日 接 A，、 宮部 岩ハ ノ、
弓云 L‘ ／ 地 和 地 ノ ノ 地 ク 友 まU! 理 ノ 高 念 ι 

亦 ナ カ JI( 盤地増表 斜質形 p、板蕗 奈ヰ
t~ フ 本 峡 ノ と 大 7k 面 角 ト 餌’；；. 吠 ヨ 地 , 

災 ン 賀谷 移 一
，、 J，、 f句 費 相 易 節 リ ー．， 

ノ 的 カ 動重 一 凝． ノ 岩待 一 :EJJ1 流比
時 一 存 方 犬 唐 次 費 ノ ツ 地主 F ：ン
期 地在 向 ナ 促 質 イ色 手占 プ 下 浩 L‘ 〆 地
ラ 災 -¥: 一 Jレ 進 角 ス 土普 7]( ヒ 来 表
早 テ →j」 直 B自 -t! 積 Jv イじ 遇 及 プア レ 7k 
メ 起 レ 角 係 フ 左ド且王, 簡 及 ノ 地 循 Jレ ラ

タ U〆 す ラ JI〆 中 所其熔表環 地 地
， ノ、

Jレ 易 本 )J, 有 ’＼ 一 ーー 可l 岩 71< ス 表 下
弓ラ キ 経流 7、シ 吸凝 塑露 テ Jv 71< "'" 
ノ 地 災 路 }J, 牧茨性 出 透 地 ノ 法
、 質 地 ヲ 奇去 セ 質 テ 匝 温 下 一透
京日 ナ ，、 取 ノ フ 角 増域 セ 水時 セ

コノ リ 直 、】 ノ、 Jレ 盤 大 一 シ テ 滞 シ

ト 接絶 大 、 岩 セ 於 ム 利溜 」‘

IW ス 明 ニE 手口 機露 シ ケ Jレ 用 ス )J, 

チ Jレ 紳 ス Ill 舎 出 .l. Jレ ヲ セ Jレ コ

近 弓去 山 費 i炭 多 セ Jレ ヨ 以 Jレ ーー ト

年
／寸～ 、

一 災符 ク 』レ ーー リ フー ヲ 遁 ~ 
峠 回 侍地 ノ 震与 場 十透 本 見 -t ク

華 ノ 肩 ノ 存 '> 1』~ 分 カ 綬 プ 叉
地 :tm シ 山 在 ~ ーー ナ ーー ま干 弓子 這
性 キ τr 脚 ナ 援 大 f也 日lJJ 叉般，、
綬 ま也 支 ラ 茨斜 ー 一 ナ 峠念
ま：｝ 災 持 洗 ト 質面 特 !;' ・． 於 )J, 部斜
地 ，、 -t ，、、 ヲ、 角 角 一 ヲ・ ケ カ 落地
ノ

6誘 フ リ 経 ノ 夫新 Jレ 主日 民 ト

森 護 )J, 大 先寺 境 婦期 地 ク 家緩

オ本 セ 、若和 ノ 化探熔 表 峠 ノ 斜

4
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シ 地 Jレ ラ 角 及 高 カ

’ト 凝 ノ 司云 助 本 盤 出子 度階
7、 下！／（ t-& ノ 長 地 ；百＆・ 新 ノ 段

質 災 ノ、 :/ ノ 露 期 地 献
ffl ，、 ！誕 Jレ 地 出 熔 域 一
笹 此 ヰラ タ 災 l高 耳μ苛， ーー P目
岩 際 Wi 一

，，、 域 ノ 多 墾
ノ 一土 依 共 五． ナ 分散 セ

腐 時 イじ リ 地
、

Jレ 併設 フ

キヲ 経 シ T 質 結 コ 腐置 レ

一 止息 タ 惹 及 ト ヰラ :/ ア

因 ス Jレ 起 地 ヲ テ タ 果
yレ JIν 凝 セ 形 1if' 助 Jレ 才t~
来占 コ 友 フ カ 売主 ケ 事 関

土 ト 質 レ 本 論 考 タ 等 及

一 ア 角 タ 質 フ リ ノ、 7k 
主主 リ 費 Jレ 的 Jし 均主 回

ス ト 岩 毛 ー 時 q寺 表 一
Jレ ヲ、 カ ノ 地 ノ、 ーー 7k 艶、
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GEOLOGICAL MAP OF THE LANDSLIDING AREA AT TOGE IN KATAKAMIMURA, 

NAKAKAWACHI-GUN IN THE PREFECTURE OF OSAKA 

SURVEYED FEB. 23-28, 1932. 
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At the end of November of 1931, a small fissure in the ground was 

discovered on the north of the village of Toge which is situated at 

about half way between Osaka and Nara, on the north bank of the 

Yamato-gawa (river）・ Subsequently,the fissurings and landslidings of 

this region were extended day by day, and in伺ictedawful damages on 

the houses and farms of the village of Toge, destructing communication 

systems at the same time. 

Among these damages, the most serious was the collapse of the 

Kamenose tunnel on the K wansai main line of the Imperial Government 

Railway, which is one of the important tracks in .Japan. The river 

bed of the Yamato-gawa was upheaved and the river water was choked 

up so as to throw the inhabitants of the upper course of the river 

into a fear of flooding. By th巴sedamages, it is reported that an 

expense of about two million yen would be neces碍 ryfor the reconstruc-

tion of the railway and road-systems as well as the sifting and 

deepening of the Yamato-gawa course. 

Physiography of the Sliding Area 

The locality where this disaster occurred is just above the Kamenosc-iw唱
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(a special name for a peculiar rock), famous in poetry since ancient 

times. The both sides of the Yamato-gawa in the neighbourhood 

of the landsliding area are quite dissimilar and make a conspicuous 

contrast in their topographical features. The north side of the river, 

that is the landsliding area, is a terrace-like gently sloping land, while 

the south side is formed of the steep slope of Myるjin-yama(mountain), 

274.9 meters high above the sea level. 

At the back of the disturbed area, there are two small volcanic 

cones called Tomeshc-yama (276.4 meters) and Dorokoro-yama (312.9 

meters), sloping down toward the Yamato-gawa to south and southeast. 

~he southern and southeastern slopes of these cones abruptly change 

the angle of inclination along the contour line of about one hundred 

fifty meters and pass into the terrace-like gently sloping land of Tδge, 

i. e・， the landsliding area. 

The area is well cultivated and occupied by vineyards, orange-groves 

and ricefields. Along with the development of ricefields, the water 

reservoirs for irrigation have been increased in their number since 

twenty years ago, being almost always located at the level of about 

one hundred thirty meters contour line. 

Land Deformation 

Area and Boundaries The landslide has been observed in an 

area of nearly thirty two hectares of roughly oval shape with a long 

axis, six hundred and fifty meters long, running from northeast to 

southwest and a short axis, five hundred and forty meters long, 

running from northwest to southeast. 

This disturbed area is separated from the neighbouring undisturbed 

land by fis邑uresor crevasses. The fissure lines which form the boundaries 

of the southwestern and eastern borders of the disturbed area are 

fairly simple or linear, but that of the northwestern boundary is a 
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combination of four horse-shoe shaped earth-cracks with openings 

toward south or southeast, arranged side by side in a direction running 

from southwest to northeast. 

Progress of the Deformation The first fissure appeared in 

this region, though not conspicuous, was discovered on November 27, 

1931 at Fufuzuka, about two hundred meters northwest of the village 

of Toge. This fissure, had been enlarged day after day, not only in 

width but also in extent, untill in early January the large fissures 

traversing the village of Tδge and those forming boundaries of the 

whole sliding area completely came in sight. So the main displacement 

seems to have been originated at the northwestern corner of the 

disturbed area, and the land-mass of the area appears to have gradually 

slipped down toward the Yamato-gawa. 

In the middle of January, the upheavals of the land became 

observable along the eastern and southern margins of the sliding area. 

These upheavals are conspicuous especially at the southern margin 

of the area, i. e. , along the road in construction on the south bank 

of the Ya占to・gawa. The amount of the upheaval along the road 

was measured at 8.8 meters up to April 14, 1932. (c. f. fig. 3) 

Direction and Amount of Displacement The direction of the 

displacement coincides with that of the slope of Tるge,being S. 50° E. 

in average. Though we could not directly measure the angle of 

inclinatfon of the sliding plane in the field, we can conjecture it by 

the following observations. As already mentioned, the fissure line of 

the northwestern boundary of the sliding area is wavy, while the others 

are fairly simple or linear. Added to this, we know that the direction 

of sliding coincides with that of the slope. These data may suggest 

that the fissure line of the northwestern boundary of the sliding area 

should be the locus of intersection of the sliding plane with the surface 

of the slope in the same direction but with different angles. Estimating 
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the curvature of the wavy course of the fissure line on the topographic 

map, we can calculate that the angle of the inclination of the sliding 

plane should be less than fifteen degrees. 

The amount of the horizontal displacement of the slide w踊 various

ill different places and dates, but according to the observation of 

Professor Matsuyama of Kyoto University, it became greater and greater 

day after day, being increased almost regularly, and attained its maximum 

in the middle of February, fourteen to forty centimeters a day, then 

inclining to decrease afterwards. (c. f. fig. 1) The daily vertical 

displacement was -4. 7 centimeters in average, during the period from 

February 8 to March 29, 1932. (c. f. fig. 2) 

Geology 

The rocks of the sliding area and its neighbourhood may be classified 

and arranged as follows from the older to the younger. 

(A) Gneissic Granite 

(B) Myる，jin・yamaLava 

(C) Toge Lava 

( 1 ) Older flow 

( 2) Tuff Breccia 

( 3 ) Younger flow 

(D) Pleistocene ? Sand and Gravel 

(E) Recent 

( 1 ) Older Alluvium 

( 2 ) Younger Alluvium 

( 3) Talus 

The oldest rock which constitutes the basement of this region is a 

cJarse grained gneissic biotite-granite. On this basement the i¥Iyojin-

yama lava and the T6ge lava were spread and occupy nearly the whole 

sliding area. These two kinds of lavas seem to have three centers of 



erupition: for the former, Myるjin-yamaon the south bank of the Yamato-

gawa; for the latter, Tomesho and Dorokoro-yama on the north bank. 

The Myるjin-yamalava is older than the Toge lava and is found chiefly 

on the south side of the river, except a small area near the west entrance 

of the Kamenose tunnel. This lava is a biotite-bearing andesite of very 

compact texture with fluidal structure and is easily susceptible to 

decompose into clayey substances of white, purple, red or gray colour. 

The Toge lava is a two--pyroxene andesite of “Sanukite”type, 

intercalating a tuff breccia in the lower part of its younger flow (c. 

f. fig. 4), or ・between its older and younger flows. This lava is very 

compact and very rich in platy joints which are especially conspicuous 

in the younger flow (c. f. Pl. Vil. fig. 4), and is mostly decomposed into 

clayey substances along the exposed surface, platy joints or cracks. 

The tuff breccia crops out chiefly at Bushodo and Gokuwandan where 

the southern slope of Tomesho・・yamaabruptly change its angle of 

inclination. From the results of the earth-b:>rings tried in the disturbed 

area (c. f .. fig. 4), the thickness of the tuff breccia intercalated in the 

younger flow is measured at one to eight meters. We could not 

examine any fr田 hunaltered tuff breccia, because this rock is complete-

ly decomposed even the hand specimens from the borehole of a depth 

of about forty meters. At the outcrop it is purple red or light 

yellowish gray in colour and consists of completely decomposed clayey 

substances, and small angular or rounded pieces of andesite of pea or 

peach size. 

Sand and gravel formation borders on the east and northeast of the 

sliding area, and probably belon伊 tothe Pleistocene epoch. 

Alluvial sand, clay andεravel beds are developed along the course 

of the Yamato-gawa. 
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Cause of the Landslide 

The cau田 ofthe landslide of this area may be ascribed to the 

combination of ( 1) the presence of the Tδge lava・ ( 2) the topography 

and ( 3) the action of the percolating water from water-reservoirs. 

The disturbed area is wholly occupied by the Tδge lava intercalated 

with . tuff breccia, This lava is considered to have been extruded from 

two .centerら Tornesho・yama and Dorokoro-yarna on the north of・ the 

village of Toge, and flowed down toward the Yarnato-gawa, forming 

the present topography・ of a terrace-like gently sloping land. The 

predominance of platy joints and cracks in the Toge-lava makes surface 

water easy to circulate down to the interbedded tuff breccia which, 

retaining a large amount of the descending water, would be rendered 

loose so as to let the overburden to slip down. As mentioned before, 

there are numerous water reservoirs recently built along the contour 

line・ of about one hundred thirty meters, where comparatively steep 

slopes abruptly p部 Sinto the gently sloping land of Toge and where the 

tuff breccia is exposed. Such relation between the water-reservoirs 

and the topography and geology of the district would suffice to let one 

consider the cause of the disaster as follows : 

The bed of tuff-breccia, which lie underground with a gentle dip 

toward the Yamato-gawa (river), has been made loose by the percolat-

ing water leaking from the water守reservoirsrecently built, and has 

caused the land-mass upon it to move down toward the river. 
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